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1.はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本書に記載された製品へ記

録されたデータについて、その消失・誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp/ 

Copyright© 2017, Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

2.本書について 
 

本書は、Cloudy III NAS および Cloudy III Plus のハードウェア導入を完了した後の Windows 

Storage Server 2016  (以下 Windows NAS OS)のセットアップと運用にあたっての注意事項、リ

カバリー（出荷時構成の復元）について説明したものです。ご利用を開始する前にご一読下さい。 

Cloudy III NAS および Cloudy III Plus の操作・使用方法につきましては別途“Cloudy III NAS

ユーザーズマニュアル” を併せてご参照下さい。 

Windows NAS OS の機能につきましては、OS にログオンして、 スタートメニューの中にある [ヘ

ルプとサポート] をクリックしますと“ヘルプとサポート”を参照できますので、こちらもご参

考にしてください。 
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4. Windows NAS OS セットアップ 
 

4-1. セットアップの流れ 

Windows NAS OS を利用するためには、ハードウェアの導入を完了した後で OS のセットアップを

行う必要があります。ここでは、Windows NAS OS のセットアップについて説明します。 

以下に、Windows NAS OS を利用するまでの流れを記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードウェア導入完了 

マウス / キーボード / ディスプ

レイの接続 

プロダクトキー入力 

ライセンス認証(インターネット接

続もしくは電話) 

 

Administrator パスワードの変更 

 

コンピュータ名変更 

 
IP アドレス変更 

 
各種機能設定 

 

運用開始 

 

RAID 管理ツールの導入 

 

インターネット接続の場合、 “IP アドレス

の変更までを先に実施します。 
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4-2. 用意するもの 

① アナログ RGB コネクタ（D-Sub15 ピン）を持つディスプレイ 

② キーボード 

③ マウス 

④ プロダクトキー 

⑤ アクティベーションを行うためのインターネット接続環境もしくは電話 

⑥ 既存ネットワーク接続用のネットワークケーブル 

注意： プロダクトキーは Cloudy III NAS 本体の天板に貼られています。ラックマウントする

と隠れて見えないことがありますので、あらかじめ 25 文字のプロダクトキーを控えてお

くようお願いします。 

 

4-3. セットアップ手順 

Cloudy III NAS 本体背面にマウス、キーボード、ディスプレイを接続します。このときネット

ワークケーブルは接続しないで下さい。 

Cloudy III NAS 本体の電源を入れます。「デバイスの準備中」→「準備中」と表示された後、

Cloudy III NAS は自動的に一回再起動します。 

その後 Windows のセットアップが表示されます。 

 

4-3-1.Windows の初期セットアップ 

国／地域に“日本”、言語に“日本語（日本）”を選択して、「次へ」を押します。 
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“プロダクトキーを入力します。プロダクトキーは 25 文字、5桁ずつ区切られています。 

プロダクトキーは Windows NAS 本体の天板に貼られているシールに記されています。「次へ」を

押します。 

 

ライセンス条項に同意します”のチェックボックスを選択して [同意する] を押します。 

 

Administrator のパスワードを設定します。 

注意： パスワードを忘れると、ログオンすることができなくなりますのでメモを取るなどの 

対処をお願いします。 

パスワードを入力して、“完了”をクリックします。 
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以下画面が表示され、キーボードから「Ctrl＋Alt＋Del」キーを押し、ログイン画面を表示させ

ます。パスワードを入力しログインします。 

 

 

4-3-2. ライセンス認証  

ライセンス認証の手続きを行うには、[ダッシュボード]-[ローカルサーバ]画面からプロダクト

ID の横にある“ライセンス認証されていません”をクリックし、画面の指示に従って手続きを行

います。 

 

ライセンス認証の手続きには 2 通りあります。 

・インターネット経由 

・ライセンス認証専用窓口に電話する 

インターネット接続で行う場合は、先にネットワークの設定を行なう必要があります。 
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注意： 既にライセンス認証の手続きを完了した後でリカバリー操作を行った場合は、ライセン

ス認証専用窓口の担当者に電話してライセンス認証を行って下さい。インターネット経

由では拒否されます。窓口の担当者には、「OS の再インストールをしたのでライセンス

認証をしてほしい」と伝えて下さい。いくつか質問に回答し、指示に従ってライセンス

認証の手続きを行なって下さい。 

 

4-3-3.コンピュータ名の変更 

[サーバマネージャー]を起動し[ローカルサーバ] を選択します。 コンピュータ名をクリッ

クすると[プロパティ]画面が表示され、コンピュータ名の変更が可能となります。 

 

 

4-3-4.IP アドレスの変更 

デフォルトでは 2ポートとも、“IP アドレスを自動的に取得する（DHCP）” となっています。 

 

[スタート]→[コントロールパネル] → [ネットワークとインターネット] → [ネットワーク

と共有センター]を選択します。 
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アダプターの設定の変更をクリックすると、 [ネットワーク接続] 画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更するイーサネット（ローカルエリア接続）を右クリックして [プロパティ] を選びます。 

“インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IP)”（ご利用環境によってはバージョン 6） を

ハイライトして [プロパティ] を押して IP アドレスを設定します。 
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  [インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IP)のプロパティ]画面にて IP アドレスを設定します。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意： ネットワークカードのチーム化を行う場合は、後述の「6.10 NIC のチーミング設定」を

ご参照下さい。 

 

Cloudy III NAS 本体にネットワークケーブルを挿して、 [ネットワーク接続] 画面の各ローカ

ルエリア接続の状態が “ネットワークケーブルが接続されていません” から “接続” になる

ことを確認します。 

 

インターネット経由にてライセンス認証を行う場合は、インターネットに接続できることを確

認してからアクティベーションを行います。 

 

注意： ソフトウェア更新プログラムの自動更新が無効の状態です。不必要なソフトウェア更新

プログラムが自動的に適用されることを避けるため、自動更新は無効に設定していただ

くようお願い致します。  

 

注意： Windows NAS OS 利用開始の際、必ず “運用時の注意事項”（後述）をご確認下さい。 
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4-3-5.RAID 管理ツール（MegaRAID Storage Manager）の導入 

 

RAID 管理ツールの導入を行なうことで、RAID 状態の確認やディスク障害時のメール通知等が可

能となります。 

RAID 管理ツールの導入手順 

(1) C:\NTC\Drivers&Utilities\MSM\17.05.00.02_Windows_MSM.zip を「ここに解凍」後、

17.05.00.02_Windows_MSM \DISK1 に移動し、「Setup.exe」を実行します。 

 

(2)MegaRAID Storage Manger Install Shield Wizard が表示されます。[Install]を実行します。 

 

(3)Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable Packag の画面で、[Yes]を選択します。 
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(4)Welcome to the InstallShield Wizard for MegaRAID Storage Manager の画面で、[Next]を選択

します。 

 

(5)License Agreement の画面で、I accept the terms in the license agreement をチェックして、

[Next]を選択します。 

 

(6)Customer Information で Organization を入力して(空欄も可)、Allow availabitlity は Allusers

をチェックして、[Next]を選択します。 

 

(7)Destination Folder は、デフォルト設定のまま、[Next]を選択します。 
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(8)Setup Type で、Complete をチェックして、[Next]を選択します。 

 

(9) LDAP Logon Information は、No をチェックして、[Next]を選択します。 

 

(10)Ready to Install the Program は、[Install]を選択します。 

 

(11)InstallShield Wizard Completed が表示されたら、[Finish]を選択します。 

 

 以上で管理ツールのインストールは完了です。 

 デスクトップにショートカットが作成されますので、ダブルクリックするとログイン画面が表示され

ます。操作方法はユーザーズマニュアルをご参照ください。 
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5.運用時の注意事項 
 

5-1.OS プロダクト CD  

本製品には OS プロダクト CD は同梱されておりません。 

5-2. Windows Update 

ソフトウェア更新プログラムがマイクロソフトより提供されており、種類として主に、セキュ

リティ更新プログラム、更新プログラム、更新プログラムのロールアップ、サービスパック等が

あります。ソフトウェア更新プログラムは、お問合せいただいた問題を解決するために弊社から

回答しているもののみ適用していただくようお願い致します。 

 

お客様ご自身でソフトウェア更新プログラムを適用する際は、利用環境での必要性を判断して

いただくとともに、問題が改善されない場合や他の機能に影響を及ぼす場合は該当のソフトウェ

ア更新プログラムを削除していただくようお願い致します。 

 

注意： ソフトウェア更新プログラム個々に関するマイクロソフトのサポート技術情報に

Windows Storage Server 2016 においてサポートされない記述がある場合は、そのソフト

ウェア更新プログラムを適用しないようお願い致します。 

 

注意： 使用開始直後は自動更新が無効の状態です。不必要なソフトウェア更新プログラムが自

動的に適用されることを避けるため、自動更新を無効に設定していただくようお願い致し

ます。 

 

5-3. 2TB 以上のディスク認識 

 ディスクの管理で、ディスクの初期化を行う際、ディスクが 2TB 以上で認識される場合は、

GPT(GUID パーティションテーブル)を選択する必要があります。 

 

5-4. 16TB 以上のパーティションのフォーマット 

ディスクのパーティションが 16TB 以上の場合、既定値のアロケーションユニットサイズではフ

ォーマットできません。16KB 以上を指定してフォーマットしてください。 
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5-5. ボリュームシャドウコピーサービスの利用 

記憶域ボリュームには保護対象ボリュームと異なる個別のボリュームを使用してください。ま

た保護対象ボリュームを最適化する予定がある場合、実行中にスナップショットが削除されるこ

とがありますため、NTFS ボリュームのフォーマット時にアロケーションユニットサイズを 16KB

以上にしてください。 

 

5-6. データ領域の RAID パーティションサイズ変更 

データ領域の RAID 構成もしくは RAID パーティションサイズの変更を行う場合は、あらかじめ 

[ディスクの管理] でデータ領域のパーティションやボリュームを削除しておく必要があります。

この操作を行わないと、次回以降の OS 起動に時間がかかるといった不具合が生じることがありま

す。 
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6.Windows Storage Server 2016 操作/設定手順 

6-1-1.OS のシャットダウン 

 

1.  Windows へサインインが完了した後、カーソルの位置を画面左下の角に移動させてください。 
 

 

2.  Windows マークを左クリックすると電源のアイコンが表示されます。 

 

 

 
 

3. [シャットダウン]を選択します。 
 

 

 

4. 必要に応じてシャットダウンする理由を“ “で選んで[続行]ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

以上で[OS のシャットダウン]は完了です。 
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6-2. ユーザーの作成 

 
1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が開

きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ダッシュボードを閉じた後、再度開きたい場合は、左下のWindowsマークアイコンからメニュを表

示させ、サーバーマネージャーアイコンをクリックします。 

 

 

 

2. [ダッシュボード]メニューから[ツール]→[コンピュータの管理]をクリックします。 
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3. [ローカルユーザーとグループ]を展開します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. [ユーザー]をクリックし、マウスを右クリックして、[新しいユーザー]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [ユーザー名]と[パスワード]入力し（、[作成]ボタンをクリックします。必要に応じて、その他の 

項目も設定してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で[ユーザの作成]は完了です。 
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6-3. グループの作成 

 
1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が 

開きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [ダッシュボード]メニューから[ツール]→[コンピュータの管理]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [ローカルユーザーとグループ]を展開します。 
 

 



 

17 

 

4. [グループ]をクリックし、マウスを右クリックして、[新しいグループ]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [グループ名]を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 

（必要に応じ、その他の項目も設定してください。） 
 

 

 

 

6. [詳細設定]ボタンをクリックします。 
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7. [検索]ボタンをクリックし、[検索結果]欄からグループに登録するユーザーを選択して[OK]ボタンを 

クリックします。 
 

 

 

8. 選択したユーザーが登録されていることを確認し、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

 

9. [所属するメンバー]欄にユーザーが登録されていることを確認し、[作成]ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

以上で[グループの作成]は完了です。 
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6-4. ファイルおよび iSCSI サービスのインストール 

 

NAS としての共有サービスを利用するために、[ファイルサービスおよび iSCSI サービス]のインストール

が必要です。以下にインストール方法を記します。 

 

1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が 

開きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [ファイルサービスと記憶域サービス]→[ボリューム]と移動し、[共有]の項目内にある[役割と機能 

の追加ウィザードを起動してください]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [役割と機能の追加ウィザード]が起動したら、[ファイルサービスおよび iSCSI サービス]にチェック 

を入れ、[次へ]ボタンをクリックします。 
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4. [次へ]ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [インストール]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. [閉じる]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、[ファイルサービスと iSCSI サービスのインストール]は完了です。 
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6-5.アクティブディレクトリ環境への参加 
 

製品をアクティブディレクトリ環境へ参加させる手順を以下に記します。アクティブディレクトリ

環境で使用しない場合は本手順は行なう必要はありません。 

 

注意： アクティブディレクトリへ参加するために、名前解決可能な DNS サーバが存在する必要

があります。 

 

 

1. Windows へサインイン後、画面左下のスタートメニューを開きます。 

[スタート]→[コントロールパネル] → [システムとセキュリティ]を選択します。 

         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [システム] → [システムの詳細設定]アイコンボタンを右クリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3. [システムのプロパティ] → [コンピュータ名]タブを開き→ [変更] ボタンを押します。 
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4. [ドメイン]を選択し、ドメイン名を入力して、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 画面は、ドメイン名[newtech]に参加する例ですドメインコントローラにアクセス可能なユーザー名と 

パスワードを入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

 

6. [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

7. 以下の画面が表示されますので、[OK]ボタンをクリックします。 
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8. [閉じる]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. [今すぐ再起動する]ボタンをクリックし、再起動させます。再起動後、アクティブディレクトリへのサ

インイン（ログオン）が可能になります。 
 

 

 

 

 

 

以上で、[アクティブディレクトリへの参加]は完了です。 
  

6-6. 共有フォルダーの作成 
 

1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が 

開きます。 
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2. [共有]の項目にある[ファイル共有を作成するには、新しい共有ウィザードを実行してください。]を 

クリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボタンを押して、新しい共有ウィザードを起動することも可能です 

 

 

3. [新しい共有ウィザード]ウィンドウが起動しますので、[ファイル共有プロファイル]を選んで、 

[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

ここでは、[SMB 共有 – 簡易]を選んでいます 

 

4. 設定する共有のサーバーとパスの選択を行います。[カスタム パスを入力してください]を選択し、 

[参照]ボタンをクリックします。 
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5. [フォルダーの選択]にて、ローカルディスク( D: )]を選択します。 

 画面左上部の[新しいフォルダーを作成]ボタンをクリックし、フォルダーを作成して[フォルダーの選

択]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 項番 4の画面に戻ります。フォルダーパスを確認後、[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. [共有名]を入力し[次へ]ボタンをクリックします。 
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8. 共有の他の設定メニューに移りますので、必要な機能にチェックを入れて[次へ]ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

9. 共有に対してのアクセス許可の設定を実施ます。[アクセス許可をカスタマイズする]をクリックします。 

 

 

 

10. 共有に対してアクセス可能なユーザを登録します。ここでは、[追加]ボタンをクリックします。 

 

 

 



 

27 

 

11. [プリンシパルの選択]をクリックします。 

 

 

 

12. 該当ボリュームに対するアクセス許可を追加するユーザ（グループ）名を入力し、[名前の確認]ボタ

ンをクリックします。有効なオブジェクトが表示されましたら、[OK]ボタンをクリックします。 

 

         

 

13. 追加したユーザー（グループ）に対してアクセス権を設定し、[OK]ボタンをクリックします。 
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14. 共有に対してのアクセス権の設定が必要な場合には、[共有]タブをクリックし、[追加]もしくは[編

集]ボタン等をクリックして調整をしてください。前ページの画面と手順となります。 
 

 ⇒  

 

15. [次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

16. 設定内容に問題ないかを確認し、[作成]ボタンをクリックします。 
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17. [閉じる]ボタンをクリックしてください。 

 

 
 

 

以上で、[共有フォルダーの作成]は完了です。 
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6-7.アクティブディレクトリ環境での共有フォルダーの作成 
 

アクティブディレクトリに登録されているユーザーが、読み書き可能な共有フォルダーを製品に作成する

手順を説明します。 

アクティブディレクトリ連携する共有フォルダーを作成するには、製品がアクティブディレクトリへサイ

ンイン（ログオン）している必要があります。 

 

1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が 

開きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [ダッシュボード]メニューから[ツール]→[コンピュータの管理]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [共有フォルダー]を展開します。 
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4. [共有]を右クリックし、[新しい共有]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [共有フォルダーの作成ウィザード]ウィンドウが起動しますので、[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. [参照]ボタンをクリックします。 
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7. [ローカルディスク( D: )]を選択します。 

 [新しいフォルダーを作成]ボタンをクリックし、フォルダーを作成して[OK]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 項番 6の画面に戻ります。フォルダーパスを確認後、[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 共有名等を確認後、（必要に応じて変更してください。）[次へ]ボタンをクリックします。 
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10. [アクセス許可をカスタマイズする]を選択し、[カスタマイズ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. [共有のアクセス許可]タブの[追加]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. [詳細設定]ボタンをクリックします。 
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13. ドメインコントローラにアクセス可能なユーザー名とパスワードを入力し、[OK]ボタンをクリック 

します。 
 

 

14. [検索]ボタンをクリックし、[検索結果]欄から作成する共有フォルダーに、アクセス権を設定したい

ユーザー名またはグループ名を選択して[OK]ボタンをクリックします。 
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15. 選択したユーザー名またはグループ名を確認し、[OK]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 選択したユーザー名またはグループ名が追加されたことを確認し、追加したユーザー名またはグルー

プ名を選択します。その後、アクセス権を確認し、[OK]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面例では、グループ名[Guest]にフルコントロールを許可しています。 

 

17. [完了]ボタンをクリックします。 

 
 

 



 

36 

 

18. 内容を確認し、[完了]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、[アクティブディレクトリ環境での共有フォルダーの作成]は完了です。 
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6-8.ネットワークドライブの割り当て 
 

製品をネットワーク上から参照する際に、ネットワークドライブとして割り当てておくことができます。 

 

1.  ネットワークに接続されているパソコンから、製品の共有フォルダーを表示後、右クリックして表示

されたメニューの[ネットワークドライブの割り当て]をクリックします。 

 

 

 

 

2. ネットワークドライブを割り当てます。 

 

 

 

① ドライブで本製品に割り当てるドライブを選択します。 

② [サインイン時に再接続する]にチェックを入れます。※ 

③ [完了]ボタンをクリックします。 

 
※本書では、ネットワーク・クライアントを Windows Server 2012R2 で行っています。 

    他のバージョンでは、サインインではなくログオン等の表記になっています。 

 

[コンピュータ]を開き、割り当てられたドライブが認識されていることを確認ください。 

 

 

以上で、[ネットワークドライブの割り当て]は完了です。 
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6-9. 日時の設定 

 

1. 画面右下のタスクトレイに表示されている時刻をクリックし、[日付と時刻の設定の変更]をクリックし

ます。初期値は「時刻を自動的に設定する」（NTP）になっています。インターネットに到達できる環

境であれば自動設定が可能です。 

 

2. 手動設定する場合は自動設定をオフにします。 

 

          

 

 

3.  自動設定をオフにすると、「日付と時刻を変更する」ボタンが有効になります。                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 各プルダウンメニューから現在の日付と時刻を設定して[OK]ボタンをクリックします。 

 

以上で、[日時の設定]は完了です。 
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6-10.サーバ名、ワークグループ、ドメインの変更 

 
1. Windows へサインインが完了した後、マウスで画面左下の Windows メニューを開き、エクスプローラー

を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [PC]アイコンボタンを右クリックし、プロパティを開きます。 
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3. [コンピューター名、ドメインおよびワークグループの設定]欄の[設定と変更]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. [コンピューター名]タブの[変更]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 変更が必要な項目を設定し、[OK]ボタンをクリックします。 
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6. ドメインコントローラにアクセス可能なユーザー名とパスワードを入力して、[OK]ボタンをクリック 

します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. [OK]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

8. [OK]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

9. [閉じる]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

10. [今すぐ再起動する]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

以上で、[サーバー名、ワークグループ、ドメインの変更]は完了です。 
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6-11.NIC のチーミング設定 
 

Windows Server 2016 では OS による NIC のチーミングがサポートされます。 

OS でサポートする事により、マルチベンダーの NIC でチーミングが可能です。 

6-11-1. チーミングの設定 

1.  Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が

開きます。そこで、[ローカル サーバー]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [プロパティ]欄にある、[NIC チーミング]項目が[無効]になっています。この[無効]をクリックします。 
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3. [NIC チーミング]のメニューが表示されます。ここで、該当の NIC を｢Ctlr + マウスの左クリック｣ 

で選択し、[タスク]をクリックし、[新しいチームに追加]を選択します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 任意の名前を[チーム名]に入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 
                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加プロパティの” ”をクリックすることにより、チーミングについての詳細な設定が可能になります。 

チーミングの詳細なオプションについては、マイクロソフト社の TechNet をご参照ください。 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh831648.aspx 

 

5.  以下の様に表示が変更されましたら成功です。続いて、IP アドレスの設定に移ります。 

チームの状態確認には数分かかることがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh831648.aspx
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6-11-2.IP アドレスの設定 

 

1. Windows へサインイン後、マウスで画面左下の Windows メニューを開き、コントロールパネルを起動  

します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [ネットワークの状態とタスクの表示]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [アクティブなネットワークの表示]欄に、先ほど作成したチーミング名（ここでは”New 1Gx2 team”）

が表示されますので、そのチーミング名をクリックします。 
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4. [プロパティ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)]を選択し、[プロパティ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IPv6 を設定することも可能です。 

 

6. 本製品を接続するネットワーク環境に適した IP アドレスを設定し、[OK]ボタンをクリックします。 

ここでは IP アドレスを自動取得する設定を記しています。 
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6-12. パスワードの変更 

 

管理者パスワードは、セキュリティーのため定期的に変更することを推奨します。 
 

1. Windows へサインイン後、マウスで画面左下の Windows メニューを開き、コントロールパネルを起動  

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2. [コントロールパネル]の[ユーザーアカウント]をクリックします。 
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3. [ユーザーアカウント]の[アカウントの種類の変更]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. [アカウントの管理]にて、[Administrator]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [アカウントの変更]にて、[パスワードの変更]をクリックします。 
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6. 各項目を下記の様に入力し、[パスワードの変更]ボタンをクリックします。 

  
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在のパスワード    ：変更するパスワード 

 新しいパスワード    ：任意のパスワード 

 新しいパスワードの確認 ：“新しいパスワード”に入力した任意のパスワード 

 パスワードのヒントの入力：パスワードを思い出すための単語や語句を入力します。 

      入力は任意のため、フィールドを空欄にすることもできます。 

 

 

以上で、[パスワードの変更]は完了です。 
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6-13. シャドウコピーの設定 
 

共有フォルダーのシャドウコピー(Shadow Copies of Shared Folders:SCSF)は、ボリュームシャドウコピ

ーサービスを使用して、ファイルの任意の時点でのコピー（シャドウコピー）を作成するスナップショッ

ト技術です。 

 

6-13-1. ファイルサーバーVSS エージェントサービスのインストール 

 

1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が開

きます。その後、[② 役割と機能の追加]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  [次へ]ボタンをクリックします。 
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3. [次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. [次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  [ファイルサービスおよび記憶域サービス]→[ファイルサービスおよび iSCSI サービス]を選んで、

[ファイルサーバーVSS エージェントサービス]にチェックを入れ、[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iSCSI ボリュームに対して、ボリュームシャドウコピーを実施する場合には、[iSCSI ターゲット 

記憶域プロバイダー(VDS および VSS ハードウェアプロバイダー)]にもチェックを入れてください。 
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6. [次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. [インストール]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. [閉じる]ボタンをクリックします。 
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6-13-2.シャドウコピーの設定 

 

1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が 

開きます。その後、[ツール]⇒[コンピュータの管理]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2.  [ディスクの管理]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 該当ボリュームを右クリックし、[プロパティー]をクリックします。 
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4. [シャドウコピー]タブをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [ボリュームの選択]からシャドウコピーの設定をするボリュームを選択して[設定]ボタンをクリック 

します。 
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6. シャドウコピーの[最大サイズ]を指定し、[OK]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュールを細かく設定したい場合には、[スケジュール]ボタンをクリックし、 

設定後[OK]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. [有効]ボタンをクリックします。（既に有効になっている場合は、本手順は必要ありません。） 
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8. [はい]ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. [OK]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、[シャドウコピーの設定]は完了です。 
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6-14.iSCSI 設定 
 

iSCSI ターゲット機能により、本製品上に作成した仮想ディスク(VHD)を iSCSI ストレージとして、提供す

ることができます。 

 

6-14-1. iSCSI ターゲットサーバーのインストール(サーバーでの操作) 

 

1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が 

開きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  [ファイルサービスと記憶域サービス]⇒[ボリューム]と移動し、[iSCSI 仮想ディスク]の[iSCSI ター

ゲットサーバーをインストールするには、役割と機能の追加ウィザードを起動してください]をクリ

ックします。 
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3.  [ファイルサービスおよび記憶域サービス]⇒[ファイルサービスおよび iSCSI サービス]に移動し[iSCSI ターゲッ

トサーバー]にチェックを入れ、[次へ]ボタンをクリックします。表示された画面で[次へ]をクリッ

クします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iSCSI ボリュームに対して、ボリュームシャドウコピーを実施する場合には、[iSCSI ターゲット 

   記憶域プロバイダー(VDS および VSS ハードウェアプロバイダー)]にもチェックを入れてください。 

 

4. [インストール]ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. [閉じる]ボタンをクリックします。 
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6-14-2. iSCSI イニシエーターの準備（クライアントでの操作） 

OS が Windows Vista 以前の場合は、マイクロソフト社のダウンロードサイトより、iSCSI イニシエーターをダ

ウンロードし、iSCSI ターゲットのディスクを使用する環境へインストールしてください。 

本マニュアルでは、Windows7 での設定を例に挙げています。 

 

 

1.  [スタート]ボタンをクリックし、[プログラムとファイルの検索]欄に、iSCSI と入力すると、プログ

ラム欄に表示される[iSCSI イニシエーター]をクリックします。 

 

 ⇒  

 

 

2.  [iSCSI イニシエータのプロパティ]が起動されますので、[ターゲット]欄に、本製品の iSCSI で使用

する IP アドレスを入力し、[クイック接続]ボタンをクリックします。 

 

            

 

この時点では未だ本製品側で iSCSI ターゲットを設定していないために、検出されたターゲットには 

何も表示されません。[完了]ボタン→[OK]ボタンをクリックしてください。 
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6-14-3.iSCSI ターゲットの設定(サーバーでの操作) 

 

iSCSI 設定の前にファイアウォールの設定で、TCP ポート 3260 番(受信のみで可)を開ける必要が 

あります。 

 

 

1. Windows へサインインが完了した後、以下の図の様に、サーバーマネージャーの[ダッシュボード]が 

開きます。 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  [ファイルサービスと記憶域サービス]⇒[ボリューム]と移動し、[iSCSI 仮想ディスク]の[タスク]を

クリックして、[新しい iSCSI 仮想ディスク]をクリックします。 
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3. iSCSI 仮想ディスクを作成する場所（ドライブ）を選択します。選択後に[次へ]ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

4. iSCSI 仮想ディスクに名称をつけます。この名前でiSCSIターゲットのイメージファイルが作られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. iSCSI 仮想ディスクのサイズを[サイズ]に入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iSCSI 仮想ディスク(.vhdx 形式) のサイズは 3MB ～ 64TB の範囲で設定します 

iSCSI ターゲットイメージについては、「容量固定」「容量可変（初期値）」「差分」の動作

モードが選択可能です。 
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6.  iSCSI ターゲットの割り当てにて、既にターゲットを作成している場合には、[既存の iSCSI ターゲ

ット]内の iSCSI ターゲットを、初めて作成する場合には、[新しい iSCSI ターゲット]を選択してく

ださい。選択後は[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

7. ターゲットの名前を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 接続する iSCSI クライアントを、この[アクセス サーバー]で設定します。[追加]ボタンをクリックし

ます。 
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9.  [6-14-2  iSCSI イニシエータの準備]で、本製品とクイック接続を実施している場合、[ターゲット

サーバーのイニシエーターのキャッシュから選択する]をクリックし、表示されているイニシエータ

を選択します。選択後は[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.  [アクセス サーバーの指定]に戻りますので、追加したイニシエーターが存在するか確認をし、他

に追加するイニシエーター（iSCSI クライアント）が無い場合には、[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 認証を有効にする場合には、この画面にて、CHAP 等を設定して、[次へ]ボタンをクリックします。 
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12. 設定内容の確認にて、問題が無ければ、[作成]ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. 進捗状況が全て完了したら[閉じる]ボタンをクリックします。 
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6-14-4.iSCSI イニシエーターの設定（クライアントでの操作） 

 

1.  [スタート]ボタンをクリックし、[プログラムとファイルの検索]欄に、iSCSI と入力すると、プログ

ラム欄に表示される[iSCSI イニシエーター]をクリックします。 

 

                         

 

 

2.  [iSCSI イニシエータのプロパティ]が起動されますので、[最新の情報に更新]ボタンをクリックしま

す。その後、[検出ターゲット]欄に本製品の設定した iSCSI ターゲットが[非アクティブ]の状態で表

示されます。該当イニシエーターを選択し、[接続]ボタンをクリックします。 
 

 

 

3. [詳細設定]をクリックします。 
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4. [ローカルアダプター]、[イニシエーター]と[ターゲット ポータル]に適切なものを選択し、[OK] 

ボタンをクリックします。 

 

 

5. [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

6. 接続したターゲットの IQN の状態が[接続完了]になっていることを確認し、[OK]ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、 

[iSCSI イニシエーターの 

設定]は完了です。 
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6-14-5. iSCSI ボリューム接続(クライアントでの操作)例 

 

1. [ディスクの管理]を開いた後、以下の様に接続した iSCSI ターゲット側の仮想ディスク(iSCSI ボリュ

ーム)が追加されたことを確認してください。 

[ディスクの初期化]を実施します。[GPT(GUID パーティション テーブル)]を選択して、[OK]ボタンを

クリックします。 

 

 

 

2. 該当ディスクを右クリックし、[新しいシンプルボリューム]を選択します。 

 

 

 

3. [新しいシンプルボリューム ウィザード]が起動されます。[次へ]ボタンをクリックします。 
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4. ボリュームサイズを入力（デフォルト:該当ディスクで利用できる最大値）して、[次へ]ボタンをクリ

ックします。 

 

 

5.  該当ボリュームのマウント先を設定します。[次のドライブ文字を割り当てる]を選択し、任意のドラ

イブ文字を設定後、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

6.  該当ボリュームをフォーマットします。[このボリュームを次の設定でフォーマットする]を選択し、

必要個所を設定後、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

7. [完了]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

以上で [iSCSI ボリューム接続例]の操作は完了です。 
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7.リモートデスクトップ設定 
 

注意： リモートデスクトップクライアントからの同時接続は最大 2 台です。 

    1 ユーザあたり 1セッションとなります。 

 

7-1. サーバ側の設定 

1. サーバーマネージャー画面から、ローカルサーバー をクリックします。リモートデスクトップの

「有効/無効」のハイパーリンクをクリックします。 

（WindowsStorageServer2012R2 以降、「リモート管理」はデフォルトで有効化されています。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「システムのプロパティ」画面で「システムのプロパティ」画面が表示されます。 

リモートタブのリモートデスクトップセクションから、「このコンピューターへのリモート接続を許

可する」を選択します。ファイアウォール例外の有効化警告を [OK]し、進めます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   接続元のコンピュータがネットワークレベル認証機能を有している場合は「ネットワークレベル認証でリモー

トデスクトップを実行しているコンピューターからのみ接続を許可する」にチェックを入れてください。 
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4. [ユーザーの選択]ボタンをクリックすると「リモートデスクトップ ユーザー」画面が表示されます。

「追加」または「削除」ボタンをクリックしてユーザーにアクセス件を付与し[OK]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.[適用] をクリックして、[OK]をクリックします。そのままの次の「ファイアウォール設定の確認」

に進んでください。 

 

ファイアウォール設定の確認 

 

1. 「許可されたアプリ」画面を以下の手順で表示させます。 

[コントロールパネル]-[システムとセキュリティ-]-[Windows ファイアウォール]-[ Windows ファイ 

アウォールを介したアプリまたは機能を許可] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. “リモートデスクトップ”にチェックを入れ、ご使用の環境に合わせ[プライベート]と[パブリッ

ク]のチェックを入れ OK をクリックします。 

   ドメインを設定している場合は、ドメイン欄も表示されますので、ドメイン欄にチェックを入れま

す。 

  既に設定されている場合はキャンセルで戻ってください。 
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7-2. Windows 7 からの接続 

 

1.  [スタート]→[すべてのプログラム]→[アクセサリ]→[リモート デスクトップ接続]をクリック 

します。 

 

2. 接続するサーバー名を入力し、[接続]ボタンをクリックします。 

 

 
 

3. サーバーの管理者(Administrator)パスワードを入力し、[OK]をクリックします。 

 
 

4．注意画面が表示されますので、[はい]をクリックします。 

 
 

5. デスクトップが表示されます。 

 

以上で、[リモートデスクトップ設定]は完了です。 
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8.リカバリー手順 
 

CloudyⅢシリーズ Windows Storage Server 2016 モデルを初期出荷構成に戻すための手順について説明します。 

 

この作業で使用するリカバリーISO イメージは DVD サイズ(4.7GB)を超えるため、ISO ファイルを USB メモリに

起動可能な形式で書き込み、従来の DVD の代替として使用する手順を説明しています。  

 

ほかの手段として、各モデル用ユーザーズマニュアルに含まれる BMC の操作より、Remote Control -> Console 

Redirection -> Launch Console を使い KVM over IP を起動、 Virtual Media -> Virtual Storage -> ISO フ

ァイルを指定 -> Plug in の手順で ISO ファイルをリモート仮想メディアとして使用したリカバリー操作も可

能です。 

 

8-1.準備部材 

・CloudyⅢシリーズ WindowsNAS 本体（電源ケーブル） 

・VGA(DB9)ディスプレイ  (または KVM over IP) 

・キーボード  (または KVM over IP) 

・マウス (または KVM over IP) 

・メモリ (8GB～32GB、内容は消去されます) 

・リカバリーISO イメージファイル 

 

8-2.リカバリー手順 

ミラードライブを搭載したモデルの注意点 

・ＯＳリカバリーを行う前に、Cloudy III NASのＨＤＤスロットからミラーユニット以外のＨＤＤを取り外してか

ら、行う必要があります。 

・ＨＤＤの取り外し、ＨＤＤの取り付けの操作は、Cloudy IIIの電源を必ずオフにして実施してください。 

・ＨＤＤの取り外し方法は、「Cloudy III ＊＊＊＊ ラックマウントNASサーバユーザーズマニュアル」から

「ハードディスク（HDDモジュール）の交換方法」を参照してください。 

・リカバリー完了後、元に戻す必要があります。 

・ＨＤＤを取り外して起動すると、下記のメッセージが表示され起動が停止する場合、リターンキーなどを

入力して、手動でスキップさせてください。このとき、[C]は入力しないでください。 
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8-3. 起動可能な USB メモリーの作成 
 

NOTE 本書では USB メモリーを作成する端末の OSは Windows 7 Professional で実施しています。 

 

1. Rufus(ルーファス)のソフトウェアを外部 WEB サイトより取得します。 

 

 

 
注意 (利用上の責任) 

「本書で紹介する Rufus(ルーファス)のソフトウェアはリカバリー手段の例として記載しておりますが、 

該当ソフトウェアの動作、安全性についてのサポートおよび保証を行うものではありません。 

フリーウェアのダウンロード、利用に関するリスク、運用と結果につきましては、当該ソフトウェア使用者の責に帰

するものであり、その結果発生したいかなる損害において、株式会社ニューテックは補償をいたしません。」 

 

2. [rufus-x.xx.exe]のファイルをダブルクリックして、ソフトウェアを起動させます。 

 

3. 下記の図を参考に各種設定を行います。 

  [ISO イメージ] のボタンをクリックし、リカバリー用の ISO イメージファイルを選択します。 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種設定項目 

・デバイス 

作成するブータブル USB メモリーを選択 

・パーティション構成とターゲットシステムの種類（デフォルト） 

MBR BIOS または UEFI-CSM コンピューター用のパーティション構成 

・ファイルシステム（デフォルト） 

NTFS 

・クラスタサイズ（デフォルト） 

4096 バイト 

・新しいボリュームのラベル（デフォルト） 

任意の名前 

・フォーマット設定（デフォルト） 

（チェックなし）不良ブロックを検出します 

（チェックあり）クイックフォーマット 

（チェックあり）ブートディスクを作る 

（チェックあり）機能拡張されたラベルとアイコンファイルを作成します 

・高度な設定（デフォルト） 

（チェックなし）USB 接続の HDD を一覧表示する 

（チェックなし）古い BIOS のために修正を追加 

（チェックあり）BIOS ID で Rufus の MBR を作る(デフォルト) 
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4. [スタート] ボタンをクリックします。ファイルのコピーが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
NOTE ブータブル USB メモリーの作成に、約 20 分程度の時間がかかります。 

 
5. 準備完了のスタースを確認し、 [閉じる] ボタンをクリックする。 

 

 

 

 
以上で、[起動可能な USB メモリーの作成]は完了です。 
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8-4.リカバリー手順 
 

 

1. 機材が電源オフ（シャットダウン）した状態から始めます。 

 

2. 背面ポートディスプレイを接続し、キーボードを P/S2(青)または USB2.0 ポート（下記赤囲い）、マウスを P/S2(緑)または

USB 3.0 ポート（下記青囲い）に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミラードライブを搭載したモデルの注意点 

・ＯＳリカバリーを行う前に、Cloudy III NASのＨＤＤスロットからミラーユニット以外のＨＤＤを取り外してから、行

う必要があります。 

・ＨＤＤの取り外し、ＨＤＤの取り付けの操作は、Cloudy IIIの電源を必ずオフにして実施してください。 

・ＨＤＤの取り外し方法は、「Cloudy III ＊＊＊＊ ラックマウントNASサーバユーザーズマニュアル」から「ハード

ディスク（HDDモジュール）の交換方法」を参照してください。 

・リカバリー完了後、元に戻す必要があります。 

・ＨＤＤを取り外して起動すると、下記のメッセージが表示され起動が停止する場合、リターンキーなどを入力し

て、手動でスキップさせてください。このとき、[C]は入力しないでください。 

 

CloudyⅢ 1U 4bay 

CloudyⅢ 1U 8bay 

CloudyⅢ 2U 12bay 

CloudyⅢ Plus (2U 24bay) 

CloudyⅢ 4U 36bay 

CloudyⅡ-LC 1U 4bay 

CloudyⅢ-LC 2U 12bay 

SmartNAS 1U  4bay 

 

 

CloudyⅡ-LC 4U 36bay 

USB 2.0 

USB 3.0 

USB 2.0 USB 3.0 

USB 2.0 
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3. 機材背面の USB2.0 ポートに作成したリカバリー用の USB メモリーを接続して下さい。 

 

4. 電源ボタンを押して、起動します。 

 

5. 起動直後 Newtech ロゴマーク表示時に [F11] のキーを押し、表示されたデバイス一覧から、キーボードの矢印キーで  

対象の USB メモリーのデバイスを選択します。 

ブートメニューが表示されなかった場合、再起動を行ない、再度本手順を最初から実施して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 起動すると、「キーボードレイアウトの選択」画面が表示されるので、 [Microsoft IME] を選択します。 

 

 

 

 

7. [オプションの選択] 画面が表示されるので、 [トラブルシューティング] を選択します。 
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8. [トラブルシューティング] 画面が表示されるので [回復ツール] を選択します。 

 

 

 

 

9. [回復ツール] 画面で [Windows Server 2016] が表示されることを確認し、[Windows Server 2016] を選択します。 

 

 

 

10. コマンドプロンプトが表示されます。“R”キーを押し Enter キーで確定。確認メッセージが表示されるので、“y”キーを押し、

Enter キーで確定すると、リカバリーが開始されます。 

 

 

 

11. [リカバリーは正常に終了しました。] のメッセージが表示されます。 

USB メモリーを取り外し、適当なキーを押して下さい。 

 

 

 
12. 機器が再起動されます。モデルによってはシャットダウン状態になりますので、再度、電源ボタンを押して、機器を起動さ

せて下さい。 

 

 

 

 

 

 



 

77 

 

13. 起動後、 [こんにちは] の画面が表示されます。お住まいの国、アプリで優先する言語を選択して下さい。 

 

 

 

14. プロダクトキーの入力画面にて、添付されている [プロダクトキー] を入力して下さい。 

 

 

 

15. ライセンス条項を読み、問題がなければ [承諾する] のボタンをクリックして下さい。 

 

 

 
16. 設定のカスタマイズ画面にて、Windows の [ログインパスワード] を設定して下さい。 

 

 

 

以降の設定については、本手順の設定手順を参照し必要な設定を実施して下さい。 

 

 

以上で、[リカバリー手順]は完了です。 
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8-5.KVM overIP、バーチャルメディア機能 

リカバリーUSB メモリを作成して CloudyⅢ 背面の USB ポートに接続する代わりに、バーチャルメディア機能

を利用することができます。 

 

CloudyⅢ背面の BMC ポートと WindowsOS の PC をネットワーク接続し、WindowsPC 上のリカバリーISO イメージ

ファイルをバーチャルメディアとして CloudyⅢでマウントして利用します。 

 

 
CloudyⅢ全機種、CloudyⅡ-LC 4U 

① CloudyⅡ,Ⅲユーザーズマニュアル、「システムボードの管理」の章から「BMC の操作」を確認

して、”Console Redirection”を実行します。 

 

② Virtual Media -> Virtual Storage -> ISO ファイルを指定 -> Plug in -> OK の手順で ISO フ

ァイルをリモート仮想メディアとしてマウントします。 

 

③ 以降は前章の USB メモリによる操作に準じます。 起動時の F11 押下によるメニューから   

“ATEN Virtual CDROM YS0J”(CloudyⅢ全機種、CloudyⅡ-LC 4U) を選択し、起動してください。 

 

 

CloudyⅡ-LC 1U, CloudyⅢ-LC 2U 

① CloudyⅡ-LC,Ⅲ-LC ユーザーズマニュアル、「システムボードの管理」の章から「BMC の操作」

を確認して、”Console Redirection”を実行します。 

 

② メディアアイコンを押す -> CD+DVD メディア 1 -> ISOimage ファイルを参照から指定 -> 

CD/DVD に接続 -> 閉じる の手順で ISO ファイルをリモート仮想メディアとしてマウントします。 

 

③ 以降は前章の USB メモリによる操作に準じます。 起動時の F11 押下によるメニューから“USB: 

AMI Virtual CDROM0 1.00”(CloudyⅡ-LC 1U, CloudyⅢ-LC 2U) を選択し、起動してください。 

 

 

以上で、[リカバリー手順]は完了です。 
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9.バックアップについて 
 

Windows NAS に保存したデータのバックアップにつきましては、本 Windows NAS 以外の別の装置に定期的

にバックアップしていただくことをお勧めします。 

 

OS のバックアップ機能としまして、WindowsServer バックアップがございます。 

スケジュールバックアップには、「専用のハードディスクにバックアップする方法」と、「ローカルサーバ

のボリュームにバックアップする方法」、「同じネットワーク内の共有フォルダにバックアップする方法」

がありますので、環境等を考慮のうえ適切な方法を選択してください。 

 

バックアップの設定方法を以下に記します。 

 

1. 画面左下にあるサーバーマネージャーのアイコンをクリックし、「役割と機能の追加」から役割と機能

の追加ウィザードに従って、WindowsServer バックアップをインストールすることで、バックアップ機

能が使用可能になります。 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

2. サーバーマネージャー画面の[ツール]-[Windows Server バックアップ]をクリックすると、バックア

ップの設定画面が開きます。 
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3. 画面左側の[ローカルバックアップ]を選択すると、バックアップの設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  スケジュールを組んで実行させたい場合は「バックアップスケジュール」、手動ですぐに実行させたい

場合は「単発バックアップ」、取得したバックアップを使用して回復させたい場合は「回復」をクリ

ックし、各ウィザードに従って操作してください。 
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